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持
管
理
お
よ
び
周
辺
地
域
と
の
調
和

　
④
文
教
住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
住
環
境
づ
く
り

　
⑤
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
住
ま

い
・
住
環
境
づ
く
り
　
な
ど

　　
市
は
、
「
浜
甲
子
園
団
地
地
区
計

画
の
変
更
（
原
案
）
」
を
公
開
し
ま

す
。
　
区
域
内
の
土
地
に
関
す
る
所
有

権
・
そ
の
他
の
権
利
を
持
っ
て
い
る

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
や
都
市
計
画

の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
す
も
の

で
す
。

　
市
民
・
事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
と

行
政
で「
つ
く
り
・
つ
か
う
」マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
す
る
た
め
、
市
民
や
専

門
家
を
交
え
た
西
宮
ま
ち
づ
く
り
塾

＝
下
記
事
参
照
＝
や
、
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
策
定
し
ま

し
た
。
内
容
な
ど
詳
し
く
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
似
都

市
計
画
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ち
づ
く
り
へ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

　
②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
　
市
民
の

皆
さ
ん
や
地
域
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
、
学
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
が

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
人
と

連
携
し
な
が
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す

　
③
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
考
え
る
ま

ち
づ
く
り
　
市
全
体
を
考
え
る
行
政

の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
地
域
を

よ
く
知
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

の
視
点
と
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す

　
④
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
応
じ
た
支

援
　
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
個
人
で

で
き
る
も
の
か
ら
地
域
で
取
り
組
む

も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
活
動
の

段
階
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す

　
⑤
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
の
把
握
　

「
暮
ら
し
と
ま
ち
の
将
来
像
」
に
向

け
た
施
策
・
事
業
の
実
施
状
況
や
そ

の
取
り
組
み
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
実
感
に
基
づ
く
満
足
度
な
ど
を

把
握
し
、
公
表
し
ま
す

　
市
は
、
研
用
途
地
域
等
の
見
直
し

（
素
案
）
の
公
開
と
硯
甲
子
園
口
地

区
地
区
計
画
の
変
更
（
原
案
）
の
縦

覧
を
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
案
は
、
８
月
　
日
１１

（
木
）～
　
日（
金
）の
執
務
時
間
中
に

２６

景
観
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
市
役

所
南
館
３
階
）
で
閲
覧
・
縦
覧
で
き

ま
す
（
研
は
塩
瀬
・
山
口
支
所
で
の

閲
覧
可
）
。
ま
た
、
都
市
計
画
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ni

shi.or.jp/hom
epage/keikaku

/

）
に
も
掲
載
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

案
に
意
見
が
あ
る
人
（
硯
は
区
域
内

の
土
地
に
関
す
る
所
有
権
・
そ
の
他

の
権
利
を
持
っ
て
い
る
人
）
は
、
研

は
意
見
の
申
し
出
、
硯
は
意
見
書
の

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
ま
ち
に

は
、住
宅
や
店
舗
、事
務
所
や
工
場
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
の
建
築
物
が
建

っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
建
築
物
が
、

無
秩
序
に
建
て
ら
れ
る
と
、安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
を
防
ぐ
た
め
、建
築
物
の
用
途（
建

物
の
使
い
み
ち
）
や
建
築
物
の
大
き

さ
な
ど
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
た
め
に

「
用
途
地
域
」を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

　
今
回
の
用
途
地
域
等
の
見
直
し

（
素
案
）
に
伴
い
、
用
途
地
域
を
第

二
種
住
居
地
域
に
見
直
す
予
定
の
戸

崎
町
付
近
に
つ
い
て
は
、
公
益
上
必

要
な
建
築
物
や
保
育
所
な
ど
の
立
地

に
限
っ
た
建
築
制
限
を
設
け
る
な
ど

の
た
め
に
地
区
計
画
の
変
更
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
意
見
の
申
し
出
・
意
見
書
の
提
出

方
法
は
、
案
へ
の
意
見
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
た
も

の
を
８
月
　
日
（
必
着
）
ま
で
に
景

２６

観
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
〒
６
６

２
―
８
５
６
７
六
湛
寺
町
　
―
３
☎

１０

０
７
９
８
・
３
５
・
３
６
８
８
）
へ

持
参
か
郵
送
を
。
研
は
メ
ー
ル
（v

o_keim
achi@

nishi.or.jp

）
で

の
申
し
出
も
可
。

　
※
８
月
　
・
　
日
は
、
同
グ
ル
ー

１８

１９

プ
で
の
閲
覧
・
縦
覧
は
正
午
ま
で

や
現
況
に
対
し
て
、
現
行
の
用
途
地

域
の
指
定
が
著
し
く
か
け
離
れ
て
い

る
４
カ
所
の
地
域
の
用
途
地
域
を
見

直
す
予
定
で
す
＝
左
地
図
・
表
参

照
。
　
今
回
、
第
一
種
住
居
地
域
と
第
二

種
住
居
地
域
に
見
直
す
地
域
は
、
店

舗
、
事
務
所
な
ど
の
一
定
規
模
の
建

物
は
建
て
ら
れ
ま
す
が
、
主
に
住
居

の
環
境
を
守
る
た
め
の
地
域
で
す
。

　
ま
た
、
用
途
地
域
の
見
直
し
に
伴

い
、
市
街
地
の
環
境
を
保
全
す
る
た

め
に
用
途
地
域
に
関
連
し
て
指
定
し

て
い
る
「
高
度
地
区
」
、
「
特
別
用

途
地
区
（
酒
蔵
地
区
）
」
に
つ
い
て

も
一
部
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
問
合
せ
は
景
観
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
５
２

６
）
へ
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
量
か
ら
質
を
高
め
る
ま
ち
づ
く

り
　
本
市
で
も
今
後
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
整
備
さ
れ

た
公
共
施
設
な
ど
今
あ
る
も
の
を
活

用
し
な
が
ら
都
市
の
質
を
高
め
る
ま

講師日程
つながり助け合い楽しく暮らすための「住み開き」

日常編集家・アサダワタルさん、
京都府立大学教授・檜谷美恵子
さん、コミュニティ事業支援
ネット理事長・東朋子さん

９月10日（土）
午後２時から

モノをつくらないまちづくり
京都造形芸術大学教授・山崎
亮さん、コミュニティ事業支
援ネット理事長・東朋子さん

10月17日（月）
午後７時から

用途地域等の見直し（素案）
その他用途地域変更地域

第２種高度地区
→変更なし

第一種中高層住居専用地域
→第二種住居地域①戸崎町付近

第５種高度地区
→変更なし

準工業地域
→第二種住居地域②津門大塚町付近

第５種高度地区・酒蔵地区
→第４種高度地区

準工業地域
→第一種住居地域③建石町付近

第５種高度地区
→変更なし

準工業地域
→第一種住居地域

④上甲子園
　４丁目付近
※容積率（200％）・建ぺい率（60％）については、いずれも変更あり
ません

　
市
は
、
平
成
　
年
度
に
策
定
し
た
「
都
市
計
画
に
関
す
る

１４

基
本
的
な
方
針
（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
」
と
「
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、一
部
の
南
部
地
域
の
用
途
地
域
等
の
見
直
し（
素
案
）

な
ど
を
公
開
し
ま
す
。
意
見
の
あ
る
人
は
、
閲
覧
・
縦
覧
期

間
に
意
見
の
申
し
出
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
各
担
当
グ
ル
ー
プ
へ
。

硯
甲
子
園
口
地
区

　
地
区
計
画
の
変
更

研
用
途
地
域
等
の
見
直
し

用
途
地
域
と
は
？

　
市
は
、「
西
宮
ま
ち
づ
く
り
塾
」を

開
催
し
ま
す
。
西
宮
ま
ち
づ
く
り
塾

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
を
講
師

に
招
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学

び
考
え
、
参
加
者
同
士
が
交
流
で
き

る
場
で
す
。
参
加
費
無
料
。
日
程
や

テ
ー
マ
な
ど
は
右
下
表
の
と
お
り
。

　
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
文
教

住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
住
ま
い
・

住
環
境
の
将
来
像
や
、
今
後
の
住
宅

政
策
の
方
針
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
・

事
業
者
・
行
政
が
実
践
す
べ
き
役
割

を
示
し
て
い
ま
す
。
同
プ
ラ
ン
は
、

豊
か
な
住
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の

共
通
認
識
を
育
み
、
魅
力
あ
る
地
域

を
つ
く
る
住
ま
い
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
市
民
・
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検

討
委
員
会
」
や
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を

交
え
た
「
あ
ん
し
ん
の
住
ま
い
づ
く

り
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
経
て

審
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
内
容
な
ど
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
似
住
宅
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
住
宅
政
策
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
７
７
８
）

へ
。

　
「
一
人
ひ
と
り
が
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
、
支
え
合
い
を
実
感
で
き
る
住

ま
い
づ
く
り
」
を
理
念
と
し
、
主
に

次
の
こ
と
を
進
め
ま
す
。

　
①
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住
環
境
づ
く

り　
②
防
災
・
防
犯
性
に
配
慮
し
た
安

全
な
住
ま
い
・
住
環
境
づ
く
り

　
③
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
切
な
維

人
で
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
意
見
書
の
提
出
方
法
な
ど
問
合
せ

は
住
宅
政
策
グ
ル
ー
プ
へ
。

　
【
縦
覧
期
間
】
８
月
　
日（
木
）～

１１

　
日（
金
）の
執
務
時
間
中
（
　
・
　

２６

１８

１９

日
は
正
午
ま
で
）

　
【
縦
覧
場
所
】
都
市
計
画
部
（
市

役
所
南
館
３
階
）
　
※
同
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nishi.

or.jp/hom
epage/keikaku/

）

に
も
掲
載

　
※
今
年
度
は
全
５
回
開
催
予
定
。

他
の
日
程
な
ど
は
、
決
ま
り
次
第
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
【
会
場
】
い
ず
れ
も
甲
南
大
学
西

宮
キ
ャ
ン
パ
ス

　
【
定
員
】
各
１
０
０
人

　
【
申
込
】
「
西
宮
ま
ち
づ
く
り
塾

希
望
」
、
テ
ー
マ
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
ま
た
は
学
校

名
、
電
話
番
号
を
書
い
た
往
復
ハ
ガ

キ
（
１
枚
に
１
人
。
各
テ
ー
マ
に
つ

き
個
別
に
申
込
を
）
か
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
情
報
似
都
市
計

画
似
西
宮
ま
ち
づ
く
り
塾
）
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
各
開
催
日
の
　
日
１５

前
（
必
着
）
ま
で
に
景
観
ま
ち
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
（
〒
６
６
２
―
８
５
６

７
六
湛
寺
町
　
―
３
☎
0
7
9
8
・

１０

3
5
・
3
5
2
6
）
へ
。
多
数
の
場

合
抽
選
　
※
託
児
あ
り
（
要
申
込
）

浜
甲
子
園
団
地
地
区
計
画

変
更
（
原
案
）
の
縦
覧

主
な
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

主
な
内
容
を
紹
介

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

皆
さ
ん
と
考
え
ま
す


